
II―-146 海 フk発 ヵ口電解 老 に よう下水 の表 象処 菫

O  J t大工  正  冒  丹 保 電 仁

」ヒ大ェ 学 生骨 ぬ 村 寄 式
水π″4蒻7k中lくジロ,|マ:'ろなか管と電解最新tせろtと`ミより.巧よ.淀氣処菫と燿セ菌を同時lt

~つの像作で行ぅ処理方翡の有効性t雅ノ、ぁるムあlt 下永ti反労化糖脱離牧Iミ関|マ掟封と衝_

A予備角ら実験て、ぁる。

〔原理〕

力"kと下永とぉぅ割合7・現合1て 電解精ヤl:入友 電腸F.3!.通電ずぅと 二欠.滋有反ス,`ψ́奥!ミ

両海マ`μ多. 場緩7・4 CI~-2e=c12i cL+4θ H‐=2θC「+2H,0+フe, 49H‐-4‐ oュ・2比θ

嗜極ず囃.2Hュθ+2e…20H~+H2, χ
・++η

θ‖
~=XOH).   X減

金属ィォン

陽極7.は上青ガス′"発生1 更 lt女菫塩帝酸と々 り tA酸 素も発生|であお泊1.用 は竹ィ有ぅ。
~方 .場枷 7・はθ‖

‐
イオンが生すぅに従,マPHか■月l Mρl,時 ①臥 ,Qro,等 ´7″tう。 湯

ね複|′■主lミ 塩 寺クス::ょぅ下7k・殺菌と角機物。酸イヒリゲ聯tlう ち 沿 ね夕|マ"日主!_Mlo‖おlミょ

ぅマ馬水中の1コ ロィド・の友集ルfT~ルな 陰極かぅ発生する水寺クス/・・フロック1ミ附着17水 表面上

1ミ券上ttゥ 友 ス 十マー等|ゃよっマ稔茜tよ う。

〔実験装置〕

電解精,な卜21サrな量の長t6■ 信12■探t30りよぅって"  電 オルリ沿

梅:ミ鉄教,陽湛|.狡幸板を、その化整ユ帰 ,電二対,電流計,を用,,′、。

史酸髪詈.図 11でテlA.

〔実験ォ著〕

処理効果の濯晨ったヒ萩I、■ 下 永|オ当りの処理!マ使用IA第 青電力

(IWH/tィ,… ,,CODす。ょグ濁皮除去キと用1:た。 総 者キの表現の食オ

に単純:ざえλ下永L処理よの水省。比ャ"与上,ぅ と力よ1ミょぅ十次操作

′'入るのマ振氷|ミ対 lマ処理a漆 ヒ局と,割スト7・募よぎ昆谷 l卜状たのち

の■7)者辛。分丹,tと,A。

〔予備実期潮

電極間服離に関すぅ実験結果:■図21T意  "

tた。 海 氷と下7k,混合割合it関:ぅ史 l,“

廊暖 ●図3tilた 。 踊壁.補需っ侵 l・

笏1ミ関寸も実験結果口図4 1ti tた。    lm

〔下7kl欄する電解衰象実験jl    ≪

熟気吹込み1ミよう強夕1批持と行った場合  “

の実験結ス色回5に  な 彙吹込み|ミよう  "
]瞥夕1詢首ォキ.4資 ‖易海線Jと誇わ泊lを混谷17

フロ、″キ」レール.ンを行,た場合の実験
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